
まだまだ
思い出にならないで！
まだまだ
思い出にならないで！

田原市ホームページ http://www.city.tahara.aichi.jp
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し
み
ん
の

広
場

を
し
て
い
た

り
、聴
く
だ

け
で
は
な
く

見
る
こ
と
も

楽
し
め
る
合

唱
で
し
た
。

　

渥
美
混
声

合
唱
団
と
田

原
混
声
合
唱

団
は
童
謡
か

ら
Ｊ
ポ
ッ
プ
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
７

曲
ず
つ
合
唱
し
ま
し
た
。ど
の
方
も
笑
顔
で

歌
っ
て
い
て
聴
い
て
い
る
私
も
自
然
と
笑
顔

に
な
り
、身
体
が
動
き
出
し
ま
し
た
。最
後
に

は
会
場
が
一
体
と
な
り
感
動
で
あ
ふ
れ
た
合

唱
で
し
た
。

　

田
原
市
音
楽
祭
の
入
場
料
は
無
料
で
す
。

演
奏
や
合
唱
を
通
し
て
楽
し
さ
と
感
動
を
届

け
て
く
れ
る
音
楽
祭
で
は
、贅
沢
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

８
月
23
日（
日
）午
後
２
時
か
ら
田
原
文
化

会
館
に
て
、「
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
～
音

楽
に
心
傾
け
て
～
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

13
日
は
中
高
生
が
な
じ
み
の
あ
る
Ｊ
ポ
ッ

プ
を
中
心
に
各
校
２
・
３
曲
を
披
露
し
ま
し

た
。ど
の
学
校
も
心
を
一
つ
に
し
て
練
習
し

て
き
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

14
日
は
田
原
市
楽
友
協
会
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱

教
室
の
か
わ
い
ら
し
い
歌
声
で
始
ま
り
ま

し
た
。小
学
生
か
ら
中
学
生
が
時
折
演
技
を

取
り
入
れ
、

６
曲
の
童
謡

を
披
露
し
ま

し
た
。ど
の

子
ど
も
も

大
き
な
口
を

あ
け
て
楽
し

そ
う
に
歌
っ

た
り
、演
技

田
原
市
音
楽
祭
は
、６
月
13
日（
土
）・
14

日（
日
）、田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。13
日
は
学
生
の
部

で
市
内
５
校
の
中
学
生
と
２
校
の
高
校
生
の

吹
奏
楽
部
に
よ
る
迫
力
あ
る
演
奏
、14
日
は

合
唱
団
・
吹
奏
楽
団
に
よ
る
合
唱
や
、市
内
在

中
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
に
よ
る
独
唱
で
し
た
。

ホ
ー
ル
の
席

が
ほ
ぼ
埋
ま

る
ほ
ど
た
く

さ
ん
の
人
が

来
場
し
、ど
の

グ
ル
ー
プ
に

も
温
か
い
拍

手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
　
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り　

　
　

田
原
市
音
楽
祭
　

　

今
年
14
回
目
を
迎
え
た
田
原
市
音
楽
祭
。
小
中
高
生
か
ら
市
内
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
、
プ
ロ

の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
ま
で
登
場
す
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
で
本
物
の
音
楽
に
触
れ
ら
れ
る
音
楽
祭
。

田
原
市
楽
友
協
会
に
よ
る
田
原
市
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

田
原
市
長
杯

６
月
14
日

（
日
）
、
赤
羽

根
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
で
田
原
市

長
杯
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
７

年
目
を
迎
え

る
こ
の
大
会

は
、サ
ー
フ
ィ
ン

の
技
術
の
向

上
や
若
手
育
成
、東
日
本
大
震
災
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
、観
光
収
入
に
よ
る
地
域
活
性
化
を

目
的
に
開
催
さ
れ
、今
年
も
１
７
０
人
近

く
の
選
手
が
日
本
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し

た
。

　

昨
年
度
の
優
勝
者
や
入
賞
者
は
、そ
の

後
プ
ロ
サ
ー
フ
ァ
ー
に
な
っ
て
お
り
、田
原
市

長
杯
は
プ
ロ
サ
ー

フ
ァ
ー
への
登
竜
門

に
な
って
い
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
た
ち

へ
き
れ
い
な
海
を

残
す
た
め
ビ
ー
チ

ク
リ
ー
ン
も
行
い

ま
し
た
。

◦吹奏楽団による演奏

◦ジュニア合唱教室のメンバーによる合唱

◦渥美混声合唱団による合唱

◦ビーチクリーンの様子

◦レディースクラス優勝の野中美波さん
　（13 歳・千葉県出身）

広報サポーター
永田篤子

広報サポーター
近藤洋介
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し
み
ん
の

広
場

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
渡
辺
理
恵
さ
ん
の
独

唱
も
披
露
さ
れ
た
田
原
市
音
楽
祭
。

普
段
聞
き
な
れ
な
い
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
し
た

が
、高
音
な
の
に
き
れ
い
で
お
ご
そ
か
な
歌

声
が
、胸
に
響
く
独
唱
で
し
た
。

　

音
楽
祭
出
演
後
、渡
辺
さ
ん
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

多
岐
に
渡
る
お
話
の
中
で
も
特
に
興
味

深
か
っ
た
の
は
、ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
を
志
し
た

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

高
校
で
は
音
楽
科
へ
、大
学
で
は
声
楽
の

道
へ
進
学
し
た
渡
辺
さ
ん
で
す
が
、き
っ
か

け
は
先
生
の
存
在
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

進
路
を
迷
っ
て
い
た
渡
辺
さ
ん
に
先
生
が

声
楽
を
勧
め
、幼
い
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
っ

て
い
た
渡
辺
さ
ん
は
そ
の
道
に
進
む
こ
と
を

決
心
し
ま
し
た
。

　

田
原
市
音
楽
祭
に
出
場
し
た
小
中
高
校
生

の
中
か
ら
、こ
の
音
楽
祭
が
き
っ
か
け
と
な

り
音
楽
の
道
に
進
む
人
が
出
て
、い
つ
か
世

界
に
羽
ば
た
く
音
楽
家
が
誕
生
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
ん
な
夢
を
み
る
こ
と
の
で
き

る
す
ば
ら
し
い
音
楽
祭
で
し
た
。

▼
田
原
市
楽
友
協
会　

☎
23
局
２
６
８
３

野田保育園　盆踊り会
　毎年7月に盆踊り会を開催していま
す。今年は、あいにくの雨で、お遊戯室で
の開催となりましたが、子どもたちは元
気いっぱい踊りました。
　年中・年長の園児が作った提灯が飾ら
れ、おめんやさん、よーよー風船などの
お店が並び、太鼓も加わって盆踊りムー
ドも満点でした。
　盆踊り会は、毎年、地域の厄年の方と
保護者の会の協力をいただき行ってい
るもので、厄年の方々は、子どもたちを
楽しませようと、楽しい変装をして、一
緒に踊ってくれました。
　これからも地域の方々と一緒に行事
を行う機会をつくっていきたいです。

投稿

　昨年度からスタートしたアニバーサリーフラワーギフト事業
で、２５０組のご夫妻（H27.6末現在）を本市の花や観葉植物で
お祝いしています。多くの方から嬉しかったとのお言葉をいた
だき、花を贈られる喜びを感じていただけたと思います。
　両親へのプレゼントや、結婚披露宴で使ってくださった方も
おり、ご夫妻へのお祝いの気持ちを身近な方へおすそ分けして
いただき嬉しく思います。

　これをきっかけに、記念日やお祝いなどの場面で花を贈り、ご家庭に花のある暮らしを楽しん
でいただければと思います。

◉花のある暮らし

14

▶農政課 ☎23局3517

8月の
スプレーギク
（花／出荷時期：通年）

色も種類も豊富で、日持ちがよ
く、県内１位の生産量約６，７００
万本が出荷されています。

花ことば

逆境の中で元気、清らかな愛

アンスリウム
（鉢花／出荷時期：通年）

観葉植物として人気のある花
で、県内１位の生産量約31万
鉢が出荷されています。

花ことば
煩悩・情熱

◦厄年の方々と楽しそうに踊る園児

│ 3 │　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 8 月15 日
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地
域
の
話
題

中
山
校
区

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

風
光
明
媚
な
海
と
海
岸
線
、広
が
る
保
安
林
の
緑
と
広
大
な
農
地
。

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
持
つ
中
山
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら

防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域
を

　

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
に
改
定
し
た

「
中
山
校
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
で

は
、
基
本
方
針
に
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
掲
げ
、
校
区
、
中
山
・

小
中
山
自
治
会
を
中
心
に
地
域
の
防
災
意

識
の
向
上
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

校
区
が
抱
え
る
不
安
と
は
？

　

田
原
市
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
な
ど
の
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
高

さ
３ｍ
～
４ｍ
の
津
波
が
約
45
分
で
襲
来
。

校
区
北
側
に
位
置
す
る
小
中
山
地
区
の
集

落
の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
す
る
予
測
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
市
が
指
定
す
る
小
中
山

住
民
の
地
震
災
害
避
難
場
所
は
中
山
小
学

校
運
動
場
で
す
が
、
そ
こ
ま
で
避
難
す
る

た
め
に
は
河
川
を
越
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、避
難
場
所
へ
向
か
う
避
難
路
が
、

揺
れ
や
液
状
化
に
よ
る
損
傷
、
津
波
に
よ

る
浸
水
な
ど
に
よ
り
絶
た
れ
、
避
難
で
き

な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
中
山
地
区
に
は
高
台
と
し
て
小
中
山

保
育
園
の
立
体
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

収
容
人
数
約
６
０
０
名
で
、
約
２
３
０
０
名

の
全
地
区
住
民
を
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
近
く
に
一
時
避
難
で
き
る

場
所
の
整
備
を
市
に
要
望
し
て
い
ま
し

た
。

校
区
民
の
安
心
の
た
め

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
校
区

協
議
会
役
員
会
で
協
議
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
市
防
災
対
策

課
か
ら
の
助
言
も
あ
り
、
昨

年
10
月
、
静
岡
県
袋
井
市
に

あ
る
津
波
避
難
施
設
「
湊
み
な
と

命

山
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
命
山
の
あ
る
地

区
は
海
岸
か
ら
お
お
む
ね
１
㎞
に
位
置
し
、

津
波
被
害
の
危
険
性
の
高
い
地
域
で
す
。

地
域
住
民
の
危
機
感
を
き
っ
か
け
に
、
避

難
施
設
な
ど
の
検
討
・
要
望
に
よ
り
、
施

設
建
設
に
至
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

避
難
マ
ウ
ン
ド
実
現
の
た
め
地
域
で
も

　

中
山
校
区
に
お
い
て
も
、
地
域
住
民
、

各
種
委
員
、
関
係
者
を
中
心
に
「
マ

ウ
ン
ド
建
設
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
、
地
域
住
民
に
安
心

を
与
え
ら
れ
る
避
難
マ
ウ
ン

ド
の
建
設
実
現
に
向
け

協
議
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。
実
現
に
は
田
原

市
お
よ
び
地
域
住
民
の

理
解
が
必
要
不
可
欠
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

▲静岡県袋井市にある津波避難施設「湊命山」を視察▲市防災対策課と防災について協議

中山校区

田原市役所

三河田原 神戸 豊島
やぐま台

杉山

老津

259

42

42

中山市民館

259

渥美支所
赤羽根市民センター

中山小
▲視察した
　袋井市の
　「湊命山」全体図
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第２回 田原リレーマラソン大会
参加チーム・ボランティア募集中！

２回目となる本大会は、昨年より募集チーム数を増やし、新しく個人参加枠を設け、より多くの方に参加い
ただけるようになりました。家族や友人、職場仲間、会社チームなど、気軽に誘い合ってご参加ください。

上位入賞チームには豪華賞品を用意しています。（大会ボランティアも同時募集中）

イベント紹介

☎ 22局 1111（内線812）※開設時間のみ
 23 局 0180 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/

田原市民活動支援センター メールマガジン配信中です！
センターから市民活動に関する新鮮な情報を
随時、お届けします。配信ご希望の方は、メー
ル本文に「メール配信希望」とご記入の上、
左記センターアドレスへメール送信ください。

【競技方法】
・１チーム（５～７人）で１周約１．５キロのコースを１４周、ハーフマラソン（２１．０９７５ｋｍ）をタスキリレーします。
・走る順番や１人が何周走るかは自由です。必ず１人１周以上走ってください。最後の１周は１．５ｋｍより少し長くなります。

【募集内容】
日時：１２／６日１０：１５～（受付９：００～）
会場：サンテパルクたはら　芦ヶ池サンテロード
定員：８０チーム（１チーム５～７人）、個人参加枠１４名（事務局でチームを編成）
　　  ※いずれも先着順
参加料：１チーム５，０００円（個人参加：１人２，０００円）
申し込み：１１／６金までに大会ホームページにて（http://www.tahara-relay.net）
主催：田原リレーマラソン実行委員会
▶お問い合わせ・申し込み先　田原リレーマラソン実行委員会事務局

070-5255-9464（藤城）　 tahara.r.marathon@gmail.com

◦平成27年度市民協働まちづくり事業補助金採択事業

▲昨年度の様子

UMINARI海鳴2015アートフェスティバル
観る・聴く・歌う・描く・作る・飲む・寝る　遊ぶ！！！

谷ノ口地区には、大切に残していきたい里山や里浜があります。
このイベントは、谷ノ口という場所が持つ独自の魅力と素

晴らしさを、アートを通じて感じられるイベントです。一緒に自然に触れ、
自然の大切さを学び、楽しいひとときを過ごしませんか。
　ぜひご来場ください。

イベント紹介

▲昨年度の様子

自然の中でさまざまなアートに触れ、心をハダカにしませんか。
日時：9 ／ 26 土 11：00 ～ 21：00、27日 11：00 ～ 19：00　
場所：表浜ほうべの森公園（田原市南神戸町南中島 35 番地）
内容：アート作品展示、ライブ、フリーペイントウォール、ライブペイント、

ツリーハウス、ワークショップ、ハンモックの森、大砂場、ドリンク・フー
ドブース　ほか

入場料：無料／キャンプテント１張り 2,000 円
主催：UMINARI 海鳴実行委員会
▶お問い合わせ・申し込み先　UMINARI 海鳴実行委員会事務局

090-7310-9356（山本）　 http://www.uminari.info/

市民活動を応援するページ
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学校生活の
一コマを紹介

83

働くことは苦労もあるけれど、すばらしいこと

　「夢Workerリンク」は、子どもたちに「働くことの意義
やすばらしさ」を伝えるため、地元で働くさまざまな職種
の人が学校を訪れ、「仕事での苦労や工夫、仕事にかける
思い」などを語る取り組みです。昨年から、中学校を中心
に実施しています。
　６月５日（金）、福江中学校には、地域活性化の取り組み
を行っている８名の方が訪れ、２年生を６グループに分

けて、授業を行いました。
　農業を営み、一般社団法人の代表も務める荒木通仁さん。田原市の農業の
現状や課題を話した上で、「農・商・工業を連携させることで田原市の産業を
発展させたい、という願いで今の仕事をやっている」と語りました。「仕事を
していてうれしいことは、人と出会い、つながると、自分にはないアイデア
をもらえること」と話すと、生徒たちは真剣に聴いていました。
　生徒たちは、「農産物を加工して売ることで、農業の課題を解決しようと
しているところがすごい」「自分の家も農家だけれど、農業はもっと簡単な
ものかと思っていた」といった感想を述べ、講師の方の働くことや地域活性
化にかける思いを感じることができたようでした。

「夢Wokerリンク」

　　夢を持ち続け、努力していってほしい

　「夢の教室」は、「夢を持ち、困難を乗り越えていくことの
大切さ」や「仲間と協力し、思いやりの心を持つことの大切
さ」を伝えたいという思いから、日本サッカー協会が行ってい
る活動です。元プロスポーツ選手などが学校を訪れ、授業を
行います。
　本年度、田原市では、小学校５年生・中学校２年生の全
学級で実施します。
　６月９日（火）、元Ｕ２０サッカー日本代表で、ＪリーグでＦＷとして活躍
した安永聡太郎さんが、福江小学校を訪れました。安永さんは、自分
の経験をもとに、「つらいときこそ、我慢して続けることが大事」「自分
の可能性を見つけてくれる人が必ずいる。人との出会いを大切にしよ
う」「夢を実現することよりも、夢を持ち続け、それに向かって努力する
ことがすばらしいことなんだ」と、熱く語りました。
　子どもたちは、授業の最後に、自分の夢や目標を書き、みんなの前
で発表しました。安永さんから「すばらしい夢だね。がんばって」と言わ
れると、とてもうれしそうでした。

「夢の教室」

●学校教育課☎２３局３６７９

　今回は、小・中学校での「夢の教室」と「夢Wokerリンク」の様子を
ご紹介します。田原市では、子どもたちに、将来、「社会の中での役割
を果たし、自分らしい生き方を実現できる人になってほしい」と願
い、小・中学校でさまざまな取り組みを行っています。

▲荒木さんの話を真剣に聴く生徒たち

▲努力することの大切さを語る安永さん

▲みんなの前で、夢を発表する児童

平成 27 年 8 月15 日 　　　　　　　　　　　　│ 6 │



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

7

　

第
49
回
全
国
建
具
展
示
会
で
川
口
木
工
所（
川

口
秀
丸
代
表
／
小
中
山
町
）が
出
展
し
た
吉
祥
文

様
組
子
建
具
が
最
高
賞
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
、川
口
博
敬
さ
ん
が
市
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま

し
た
。川
口
さ
ん
は「
今
回
で
３
度
目
の
受
賞
。大

変
、光
栄
な
こ
と
」と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

伝
統
技
術
の
探
求

内
閣
総
理
大
臣
賞
！

７
月
22
日［
火
］

▲川口さん（写真右）と組子建具（一部）を持つ山下市長（写真左）

　

は
じ
め
よ
う
！
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が

サ
ン
テ
パル
ク
た
は
ら
で
行
わ
れ
、市
民
82
名
が
参
加

し
ま
し
た
。誰
で
も
始
め
や
す
く
、高
い
運
動
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
。参
加
者
は
、講
師
か

ら
２
本
の
ポ
ー
ル
の
使
い
方
や
歩
く
姿
勢
な
ど
を
教

わ
り
、さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

誰
で
も
ど
こ
で
も

簡
単
ス
ポ
ー
ツ
！

７
月
19
日［
日
］

▲ポールの無料貸し出しを田原・赤羽根文化会館、渥美運動公園で行っています

　

た
は
ら
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
が
田
原
文
化
会

館
一帯
で
開
催
さ
れ
、親
子
な
ど
約
１
０
０
０
名
が
来

場
し
ま
し
た
。人
気
の
環
境
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
不
要

品
リ
ユ
ー
ス
イ
ベン
ト
の
ほ
か
、エ
コ
に
関
す
る
工
作
教

室
な
ど
も
開
催
さ
れ
、参
加
者
は
楽
し
み
な
が
ら
エ

コ
に
つい
て
学
び
ま
し
た
。 楽

し
く
参
加
！

エ
コ
に
ふ
れ
よ
う
！

７
月
26
日［
日
］

▲「牛乳パックで小物づくり教室」の様子

│ 7 │　　　　　　　　　　　　　平成 27 年 8 月15 日



2

ベ
ジ
エ
ー
ル
渥
美
の

★
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Rグ
ラ
ン
プ
リ

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Rグ
ラ
ン
プ
リ
は
全
国
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
人
気
を
争
う
選

挙
で
、
く
ま
モ
ン
な
ど
が
活
躍
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

出
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
約
１
６
０
０
体

と
多
く
、
選
挙
期
間
も
約
３
カ
月
と
非
常

に
長
い
選
挙
と
な
り
ま
す
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
が
出
馬

し
ま
す
。
昨
年
の
順
位
は
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ

３
３
１
位
、
か
い
く
ん
９
５
０
位
と
振
る

わ
な
い
結
果
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
１
０
０
位
以
内
に
入
る
こ
と
を
目
標
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
投
票
期
間
は
８
月
17
日

～
11
月
16
日
で
す
。

　

キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
が
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
選
挙
と
い
う
形
で
田
原
市
を
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ
と
か
い
く
ん
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
よ
ろ
し
く
き
ゃ
べ
。

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

kankotaishi/

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

　

渥
美
半
島
☆
観
光
大
使
の
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ

と
か
い
く
ん
が
、き
ら
り
っ
！
と
光
る
田
原

市
の
観
光
資
源
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
キ
ャ
ラ
総
選
挙

　

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
キ
ャ
ラ
総
選
挙
は
東
海
３
県
の

ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
人
気
を
争
う
選
挙

で
す
。
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
キ
ャ
ベ
ゾ
ウ

は
２
年
連
続
で
出
馬
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

順
位
は
16
位
／
48
体
で
し
た
が
、
今
年
は

昨
年
よ
り
も
出
馬
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
増
え
る

中
、
順
位
は
６
位
／
51
体
で
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
７
月
11
日
に
開
催
さ
れ
た
表

彰
式
に
参
加
し
、
入
賞
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
特
別
編
で
僕

が
参
加
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
キ
ャ
ラ
総
選

挙
の
結
果
報
告
と
、
こ
れ
か
ら
参

加
す
る
ゆ
る
キ
ャ
ラ
Rグ
ラ
ン
プ
リ

に
つ
い
て
紹
介
す
る
き
ゃ
べ
☆

7

　

名
月
を
愛
で
る
季
節
も
も
う
す
ぐ
。

野
菜
の
和
菓
子
は
い
か
が
で
す
か
。

【
つ
く
り
方
】

①
さ
と
い
も
は
や
わ
ら
か
く
な
る
ま

で
15
分
ほ
ど
茹
で
、
ざ
る
に
と
る
。

②
①
を
裏
ご
し
し
て
、
耐
熱
性
の
ボ

ウ
ル
に
入
れ
、
上
新
粉
、
塩
を
加
え

て
、
へ
ら
で
よ
く
混
ぜ
る
。

③
ラ
ッ
プ
を
し
、
電
子
レ
ン
ジ
で
３

分
（
６
０
０
Ｗ
）
加
熱
す
る
。

④
ぬ
ら
し
て
、
よ
く
し
ぼ
っ
た
手
ぬ

ぐ
い
に
③
を
と
り
、
も
む
よ
う
に
し

て
や
わ
ら
か
く
す
る
。
ぬ
ら
し
た
手

で
12
等
分
し
、３
つ
ず
つ
串
に
通
す
。

⑤
フ
ラ
イ
パ
ン
で
両
面
に
焦
げ
目
を

つ
け
、
黒
蜜
と
き
な
粉
を
か
け
る
。

【
つ
く
り
方
】

①
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
湯
む
き
す
る
。
こ

し
あ
ん
は
６
等
分
に
し
て
丸
め
る
。

②
ミ
キ
サ
ー
に
大
葉
と
水
を
入
れ
て

よ
く
混
ぜ
る
。

③
耐
熱
性
の
ボ
ウ
ル
に
上
新
粉
、
上

白
糖
、②
を
入
れ
て
、へ
ら
で
混
ぜ
る
。

④
ラ
ッ
プ
を
し
て
電
子
レ
ン
ジ
で
３

分（
６
０
０
Ｗ
）加
熱
し
、
木
べ
ら
で

混
ぜ
る
。
さ
ら
に
１
分
加
熱
、
粘
り

気
が
出
た
ら
ひ
と
ま
と
め
に
す
る
。

⑤
ぬ
ら
し
て
、
よ
く
し
ぼ
っ
た
手
ぬ

ぐ
い
に
取
り
出
し
も
む
。
水
に
く
ぐ
ら

せ
さ
ら
に
も
み
、
や
わ
ら
か
く
す
る
。

⑥
生
地
を
６
等
分
し
て
の
ば
し
、
あ

ん
を
包
む
。
十
字
に
切
り
込
み
を
入

れ
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
の
せ
る
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

～
大
葉
香
る
～
ト
マ
ト
餅

【
材
料
６
個
分
】

◦
上
新
粉
１
０
０
ｇ
◦
上
白
糖
10
ｇ

◦
水
１
５
０
㏄
◦
大
葉
10
枚

◦
ミ
ニ
ト
マ
ト
６
個
◦
こ
し
あ
ん
80
ｇ

さ
と
い
も
の
黒
蜜
だ
ん
ご

【
材
料
４
個
分
】

◦
さ
と
い
も
（
皮
む
き
）
２
０
０
ｇ

◦
上
新
粉
60
ｇ
◦
塩
２
つ
ま
み

◦
黒
蜜
30
㎖
◦
き
な
粉
適
量

▼ 左からトマト
餅、里芋の黒蜜
だんご、南瓜よう
かん
※南瓜ようかん
レシピは、フェイ
スブックをご覧く
ださい。

（https://www.
facebook.com/
vegeyell）
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非
常
持
出
品
を
用
意
し
よ
う
！

しろ
ちゃん

▪
非
常
備
蓄
品

　

災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
を
過
ご
す

た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。
災
害
発
生

か
ら
３
日
間
は
、
市
役
所
や
他
の
地
域

か
ら
の
支
援
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
最

低
３
日
分
は
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
例
】
非
常
食（
缶
詰
や
レ

ト
ル
ト
食
品
な
ど
）、
飲
料

水（
一
人
一
日
３
リ
ッ
ト
ル
）、

衣
類
、
ろ
う
そ
く
、
簡
易
ト
イ
レ
、
歯

磨
き
シ
ー
ト
、カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
、紙
食
器
、

ラ
ッ
プ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど

◦
持
出
袋
の
重
さ
の
目
安
は
、
男
性
で

15
㎏
・
女
性
で
10
㎏
程
度
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
欲
張
ら
ず
、
避
難

に
支
障
が
な
い
程
度
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
非
常
食
や
飲
料
水
な
ど
の
消
費
期
限

の
あ
る
も
の
は
、
定
期
的
に
確
認
し

て
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

◦
持
病
の
薬
や
入
れ
歯
、
眼
鏡
な
ど
、

人
に
借
り
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
は

自
分
で
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

こ
ん
に
ち
は
、〝
し
ろ
ち
ゃ
ん
〟で
す
。

皆
さ
ん
、非
常
持

出
品
を
用
意
し
て
い
ま

す
か
？
避
難
す
る
と
き

に
す
ぐ
に
持
ち
出
す

必
要
最
小
限
の
非
常
持
出
袋
と
、避
難

生
活
が
長
引
き
そ
う
な
と
き
に
必
要
な

非
常
備
蓄
品
の
２
種
類
を
用
意
す
る
こ

と
で
、中
身
が
整
理
で
き
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
の
中
身
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
非
常
持
出
袋　

　

避
難
す
る
と
き
に
、
と
っ
さ
に
持
ち

出
せ
る
よ
う
で
き
る
だ
け
、
軽
量
・
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
め
、
一
人
一
個
ず
つ
リ
ュッ
ク

サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
例
】
非
常
食
（
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
）、水
、

ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
貴
重
品
、マ
ス
ク
、

ス
リ
ッ
パ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
ラ
イ
タ
ー
、
電

池
、
常
備
薬
・
お
薬
手
帳
、
眼
鏡
・
コ

ン
タ
ク
ト
用
品
、

生
理
用
品
な
ど

※
必
要
に
応
じ
て
、粉
ミ
ル
ク
、紙
お
む
つ
、

ペッ
ト
用
品
な
ど
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

vol.8
▶街づくり推進課 ☎23局3523

　今回は、渥美半島菜の花浪漫街道の取り組みにつ
いてご紹介します。
◉渥美半島菜の花浪漫街道ってなぁに？
　渥美半島の魅力や美しさを発見し、自然や観光、文
化などの地域資源を活かして美しい道づくり・景観づくり
を行い、観光振興や地域の活性化を図る渥美半島菜
の花浪漫街道。田原市全域をエリアとし、国道４２号と
国道２５９号を軸とした活動を特徴付けているのは、文
字通り“菜の花”です。温暖な渥美半島では、１２月から
３月にかけては約１２００万本の菜の花が咲き誇り、７月

から８月にはヒマワリ、沿道花壇の花々が年間を通して
国道沿いを鮮やかに彩ります。
◉どんな取り組みをしているの？
　菜の花エコプロジェクトの推進や遊休農地の活用、
沿道花壇の管理、清掃活動、自転車道の活用、花・海・
エコに関するイベントや情報発信など、さまざまな事業を
行っています。これらの５年間の取り組みを記した第２次
アクションプランに基づき、市民や事業
者、各種団体、行政などが協力しなが
ら活動を行っています。取り組みの様
子については、随時、ブログで発信し
隊の方々が情報を発信していますの
で、ぜひご覧ください。
▪渥美半島菜の花浪漫街道ブログ♪　　
http://nanohanaromankaido.dosugoi.net/

▲恋路ヶ浜▲菜の花畑(加治町）
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第
１１
回
渥
美
半
島
ぐ
る
輪

サ
イ
ク
リ
ン
グ　

参
加
者

▼
日
時
＝
10
月
18
日（
日
）午
前
７
時
～

午
後
４
時　

▼
場
所
＝
白
谷
海
浜
公
園

（
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点
）　

▼
定
員

=

１
５
０
０
名
（
先
着
順
）　

▼
参
加
料

=

中
学
生
以
上
４
０
０
０
円
、
小
学
生

３
０
０
０
円（
傷
害
保
険
含
む
）　

▼
申
し

込
み
＝
９
月
１
日（
火
）～
8
日（
火
）の

期
間
に
、
エ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.sportsentry.ne.jp

）
に

て
／
申
し
込
み
要
項
は
大
会
事
務
局
お
よ

び
ス
ポ
ー
ツ
課
に
設
置　

▼
そ
の
他
＝

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.fukaya-sangyo.
co.jp/event/gururin/

）
に
て
／
当
日

は
、沿
道
で
の
自
転
車
通
行
数
が
増
加
し
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。　

▼
主
催
＝
渥
美
半
島

ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
実
行
委
員
会　

▼
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
務
局

（
愛
知
県
名
古
屋
市
北
区
新
沼
町
１
５
０
）

☎（
０
５
２
）９
０
９
局
６
２
０
１

防
衛
医
科
大
学
校
な
ど　

学
生

▼
対
象
＝
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
、
18

歳
以
上
21
歳
未
満
の
方　

▼
募
集
種
目
＝

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
、
防
衛
医
科
大

▼
応
募
資
格
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で
学
校
教
育
に

熱
心
に
取
り
組
め
る
方
②
教
員
免
許
所
持

者
（
採
用
時
に
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）　

▼
受
付
期
間
＝
随
時
（
市
役
所
執
務
時
間

中
）　

▼
申
し
込
み
＝
市
販
の
履
歴
書
に

顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

教
員
免
許
を
所
持
し
て
い
る
方
は
コ
ピ
ー

を
添
え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
に
て　
　
　
　
　
　
　

▼
学
校
教
育
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
６
７
９

22
局
３
８
１
１

学
校
看
護
学
科
（
自
衛
官
コ
ー
ス
）、
防

衛
大
学
校　

▼
募
集
期
間
＝
９
月
５
日

（
土
）
～
30
日
（
水
）

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.go.jp

最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
生（
３
期
生
）　

　

豊
橋
技
術
科
学
大
学
な
ど
が
こ
れ
ま
で

に
蓄
積
し
た
技
術
科
学
的
な
成
果
を
踏
ま

え
て
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
農
業
に
導
入
す
る
た

め
の
新
た
な
植
物
工
場
的
技
術
に
つ
い
て

講
義
、
実
習
を
行
い
、
次
世
代
の
農
業
で

あ
る
植
物
工
場
の
管
理
運
営
を
で
き
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

　

修
了
生
に
は
豊
橋
技
術
科
学
大
学
か
ら

「
植
物
工
場
管
理
経
営
士
」
と
「
Ｉ
Ｔ
食

農
先
導
士
」
の
称
号
を
授
与
し
ま
す
。

▼
期
間
＝
12
月
～
平
成
29
年
３
月
（
１
年

４
カ
月
）　

▼
内
容
＝
教
室
講
義
、
ｅイ

ー

－

ラ
ー
ニ
ン
グ
、
最
先
端
施
設
見
学
、
課
題

研
究
と
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
、
海
外

最
先
端
施
設
研
修
な
ど　

▼
定
員
＝
10
名

▼
申
し
込
み
＝
募
集
要
項
、
申
し
込
み
方

法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
／
受
付
＝
9
月

１
日（
火
）
～
10
月
20
日（
火
）

▼
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
及
び
実
施
事
業
推
進

室
（
豊
橋
技
術
科
学
大
学　

先
端
農
業
・

バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
内
）

☎（
０
５
３
２
）44
局
６
６
５
５

（
０
５
３
２
）81
局
５
１
０
８

m
anager@

recab.tut.ac.jp
http://w

w
w

.recab.tut.ac.jp

生
活

LIFE

８
月
31
日
は
「
野
菜
の
日
」

「
夏
の
元
気
は
野
菜
か
ら
！
旬
の
野
菜
を

美
味
し
く
食
べ
て
心
も
体
も
健
康
に
」

  

「
８や

さ

い
３
１
」
の
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、
野

菜
の
よ
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
、

昭
和
58
年
に
全
国
青
果
物
商
業
組
合
連
合

会
ら
関
係
者
が
制
定
し
た
記
念
日
で
す
。

　

夏
野
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食

物
繊
維
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、

暑
い
夏
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
欠
か
せ

な
い
食
材
で
す
。
地
元
で
採
れ
る
新
鮮
で

お
い
し
い
夏
野
菜
を
積

極
的
に
食
べ
て
、
水
分

補
給
・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

田
原
市
立
小
・
中
学
校

常
勤
・
非
常
勤
講
師

募
集

W
A
N
TED
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め
訓
練
会
場
付
近
へ
の
立
ち
入
り
制
限
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
荒
天
・
災
害
出
動
な
ど
の
場

合
は
中
止
）

▼
日
時
＝
９
月
18
日
（
金
）
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
ロ
コ
ポ
イ
ン
ト

お
よ
び
ロ
コ
パ
ー
ク

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎ 

45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

終
戦
当
時
に
引
揚
者
の
方
々
か
ら

お
預
か
り
し
た
通
貨
・
証
券
の
返
還
　

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
の
引
揚
者
の
方
々
が
、
税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
が
、
引
き
取
り
手
が
な
く
、
保
管
さ

れ
た
ま
ま
の
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
は
、
ご
家
族
の
方
で
も
可
能

で
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
返
還
し
て
い
る
通
貨
・
証
券
な
ど
＝
①

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
た

通
貨
・
証
券
な
ど
②
帰
国
前
に
在
外
公
館

や
日
本
人
自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還

さ
れ
た
も
の　

▪
通
貨

　

旧
日
本
銀
行
券
、
旧
日
本
軍
軍
票
な
ど

▪
証
券

支
那
事
変
割
引
国
庫
債
券
、
大
東
亜
戦

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

■
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な
ど
か
ら

出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
や
海

に
戻
し
、
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
施
設
で
す
。
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で

ま
だ
接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　

下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す
る
と
、

故
障
の
原
因
に
な
り
、
適
切
な
汚
水
処
理

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
水
洗
便
器
に
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
と
の
合
同
訓
練

　
　

　

愛
知
県
防
災

航
空
隊
と
田
原

市
消
防
署
が
合

同
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。
訓
練

中
は
騒
音
が
発

生
し
ま
す
。
ま

た
、
安
全
の
た

切
れ
た
電
線
に
さ
わ
ら
な
い
で
！

　
　

　

切
れ
た
電
線

は
危
険
で
す
。

も
し
、
切
れ
た

電
線
を
見
つ
け

た
ら
、
絶
対
さ

わ
ら
ず
中
部
電

力
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
中
部
電
力（
株
）田
原
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

☎（
０
１
２
０
）９
８
５
局
６
３
６　

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

　

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
人
権

に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月
７
日
（
月
）
～
13
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）　

▼
相
談

担
当
者
＝
人
権
擁
護
委
員

❖
相
談
専
用
電
話

☎（
０
５
７
０
）０
０
３
局
１
１
０

▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２
局
８
１
１
１

争
割
引
国
庫
債
券
な
ど

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
税
関
支
署

☎（
０
５
３
２
）32
局
６
５
６
６

貸
切
バ
ス
運
賃
料
金
制
度
の
変
更

　

　

国
土
交
通
省
で

は
、
昨
年
４
月
に

貸
切
バ
ス
の
新
し

い
運
賃
制
度
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
制
度
で
は
、

貸
切
バ
ス
事
業
者

が
安
全
で
安
心
な

輸
送
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
よ
う
に
、
安
全
に
か
か
る
コ

ス
ト
を
反
映
し
た
適
正
な
運
賃
の
収
受
を

徹
底
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
運
賃

体
系
が
あ
っ
た
も
の
を
時
間
・
キ
ロ
併
用

運
賃
へ
一
本
化
し
、
一
般
に
利
用
す
る
方

に
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
お
り
ま
す

が
、
運
行
内
容
に
よ
っ
て
は
今
ま
で
の
運

賃
よ
り
高
く
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局
旅
客
・
監

査
担
当

☎（
０
５
２
）３
５
１
局
５
３
１
２

▼
公
益
社
団
法
人
愛
知
県
バ
ス
協
会

☎（
０
５
２
）５
５
１
局
５
４
８
４
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田原・赤羽根史現代編編集委員会

其の

7

　

昭
和
30
年
代
後
半
の
池
田
内
閣
以
降
、

わ
が
国
は
高
度
経
済
成
長
期
と
呼
ば
れ
る

時
代
を
迎
え
、
全
国
的
に
工
業
が
発
展
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
時
の
田
原
町
は
、
従
来
の

地
場
産
業
と
し
て
、
石
灰
お
よ
び
セ
メ
ン

ト
製
造
以
外
に
は
、
味
噌
・
た
ま
り
な
ど

の
醸
造
や
製
飴
、
漬
物
な
ど
の
食
品
加
工

業
が
主
な
産
業
で
し
た
。
企
業
規
模
は
中

小
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
郡
内
三
町
の
製

造
品
出
荷
額
割
合
（
昭
和
32
年
）
を
見

る
と
、
８
割
近
く
を
田
原
町
が
占
め
て

い
て
、
最
も
工
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。
昭
和
35
年
、
田
原
町
に

は
お
よ
そ
１
０
０
の
事
業
所
が
あ
り
ま
し

た
。
一
例
と
し
て
、
郡
内
で
盛
ん
で
あ
っ

た
ノ
リ
製
造
に
か
か
わ
り
が
深
く
、
全
国

に
展
開
し
た
企
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
渡
邊
機
開
工
業
株
式
会
社

　

渡
邊
機
開
工
業
は
、
昭
和
16
年
に
農

機
具
（
渡
邊
式
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
ー
）
が
農

林
省
推
奨
品
と
し
て
官
報
に
掲
載
さ
れ
る

な
ど
し
、
出
荷
額
を
伸
ば
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
昭
和
30
年
代
に
な
る
と
、
耕こ
う
う
ん
き

耘
機

が
出
回
り
始
め
、
カ
ル
チ
ベ
ー

タ
ー
の
受
注
も
減
少

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、
二
代
目

社
長
渡
邊
長
吉
氏
が

海ノ

リ苔
脱
水
機
を
開

発
し
ま
し
た
。

当
時
、
渥
美

半
島
の
ノ

リ
は
、
牟
呂
を
中

心
に
６
０
０
０
軒
を
上
回
る
漁
民
が
生
産
し

て
い
ま
し
た
。
冬
の
寒
い
時
に
自
然
乾
燥
さ

せ
て
い
た
た
め
、
下
の
方
が
乾
か
ず
、
乾
燥

に
２
日
も
か
け
て
い
た
時
代
で
す
。
そ
の
た

め
、
ノ
リ
自
体
の
等
級
も
落
ち
て
し
ま
い
、

漁
民
の
大
き
な
悩
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ノ
リ
を
型
に
は
め
遠
心
力
で
一

気
に
脱
水
す
る
機
械
を
開
発
し
た
の
で
す
。

「
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
海ノ

リ苔
脱
水
機
に
か

わ
って
か
ら
経
営
が
安
定
し
て
き
た
。
海ノ

リ苔

は
全
国
に
平
均
し
て
作
ら
れ
て
お
り
機
械

も
あ
る
程
度
量
産
が
で
き
る
」（
田
原
青

年
会
議
所
広
報
誌
昭
和
56
年
）「
ノ
リ
の

業
界
は
小
さ
い
た
め
、
大
手
が
参
入
で
き
な

い
」（
現
社
長
・
渡
邊
佳
成
氏
談
）

　

し
か
し
、
昭
和
40
年
代
に
な
る
と
、
ノ
リ

昭
和
の
合
併
当
時
、
田
原
町
の
工
業
は

の
養
殖
が
衰
退
し
て
き
ま
し
た
。
別
の
製

品
を
作
ろ
う
と
も
し
ま
し
た
が
、「
少
な
い

ノ
リ
屋
が
欲
し
が
る
も
の
、
付
加
価
値
の
あ

る
も
の
を
作
ろ
う
」
と
考
え
、
海ノ

リ苔
脱
水

機
だ
け
で
は
な
く
、
異
物
除
去
機
の
開
発

に
も
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯

か
ら
、
渡
邊
機
開
工
業
の
海ノ

リ苔
機
械
は
全

国
の
漁
場
へ
販
路
を
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で

す
。

　

昭
和
中
期
以
降
、
時
代
の
流
れ
で
業
種

変
更
を
し
た
企
業
や
廃
業
し
て
し
ま
っ
た
企

業
も
あ
り
ま
す
。
渡
邊
機
開
工
業
に
限
り

ま
せ
ん
が
、
昭
和
の
合
併
の
こ
ろ
も
現
在
同

様
、
多
く
の
企
業
が
生
き
残
り
を
か
け
、

新
商
品
の
開
発
な
ど
の
企
業
努
力
を
し
て
い

た
時
代
な
の
で
す
。（

執
筆
委
員
・藤
井
啓
貴
）

▼
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
真

夏
の
昼
下
が
り
、立
っ
て
い
る
だ
け

で
暑
さ
に
く
ら
く
ら
す
る
大
人
に
対

し
、階
段
の
先
に
何
が
あ
る
の
か
知

り
た
く
て
駆
け
出
す
子
ど
も
た
ち
。

夏
休
み
も
終
盤
に
さ
し
か
か
り
ま
し

た
が
、ま
だ
ま
だ
夏
本
番
。夏
な
ら
で

は
の
楽
し
み
を
見
つ
け
に
行
き
ま

し
ょ
う
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】階
段
を
か
け
登
る
子
ど
も
と
笠
山（
浦
町
）

本誌は再生紙を使用しています。
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